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Pick and Choose Updates

土
木
学
会
の
動
き
か
ら
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

　

平
成
29
年
度
の
「
土
木
の
日
」
お
よ
び
「
く
ら

し
と
土
木
の
週
間
」
は
、
例
年
ど
お
り
全
国
規
模

で
実
施
さ
れ
、
盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た

こ
と
を
こ
こ
に
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　

1
9
8
7
年
11
月
18
日
に
「
土
木
の
日
」
を
制

定
し
ま
し
て
か
ら
、
2
0
1
7
年
11
月
18
日
で

30
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
各
支
部
や
各
関
係
団

体
の
多
大
な
ご
協
力
を
賜
り
、「
土
木
の
日
」
が

全
国
的
に
浸
透
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
土
木
広

報
セ
ン
タ
ー
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
今
後
、
よ

り
一
層
、
一
般
の
方
々
に
社
会
資
本
の
重
要
性

を
認
識
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
活
動
を
進
め

て
い
く
所
存
で
す
。
今
後
と
も
本
行
事
に
関
し

ま
し
て
、
多
く
の
方
々
の
ご
理
解
や
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。「
土

木
の
日
」
お
よ
び
「
く
ら
し
と
土
木
の
週
間
」
の

実
施
に
あ
た
り
ま
し
て
、
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま

し
た
多
く
の
皆
様
方
に
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
ほ
ど
、
土
木
広
報
戦
略
会
議

（
2
0
1
6
年
3
月
16
日
設
置
）
は
、「
土
木
の

日
」
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
策
定
し
ま
し
た
。「
土
木
の

日
」
関
連
行
事
に
て
使
用
い
た
だ
く
こ
と
で
、
土

木
と
の
触
れ
合
い
を
通
じ
て
、
土
木
技
術
お
よ

び
土
木
事
業
に
対
す
る
認
識
と
理
解
を
深
め
、

社
会
資
本
整
備
の
意
義
と
重
要
性
に
つ
い
て
幅

広
い
コ
ン
セ
ン
サ
ス
の
形
成
に
つ
な
げ
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

土
木
の
日
記
念
行
事

　
「
土
木
の
日
」
お
よ
び
「
く
ら
し
と
土
木
の
週

間
」
の
本
部
行
事
と
し
て
、「
土
木
の
日
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
2
0
1
7
」
と
「
土
木
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

2
0
1
7
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

土
木
の
日
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

2
0
1
7

　

2
0
1
7
年
11
月
23
日
（
木
・
祝
）
、
東
京
都

新
宿
区
に
あ
る
土
木
学
会
講
堂
に
お
い
て
、
二

部
構
成
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
約
4
時
間
に
わ
た

り
実
施
し
た
。
70
人
を
超
え
る
参
加
者
が
あ
り
、

活
気
あ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
な
っ
た
。
な
お
、
各

支
部
や
来
場
で
き
な
か
っ
た
人
の
た
め
に
、
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
様
子
は
Y
o
u
T
u
b
e
（
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
）
を
用
い
て
ラ
イ
ブ
配
信
し
た
。 

土
木
学
会
の
挑
戦 

─
地
方
創
生
に
向
け

た
「
安
寧
の
公
共
学
」
を
目
指
し
て
─

　

災
害
の
頻
発
・
激
甚
化
に
伴
い
、
社
会
シ

ス
テ
ム
の
脆
弱
性
が
顕
在
化
し
て
き
て
い
る
。

2
0
0
5
年
よ
り
人
口
減
少
時
代
に
突
入
し
、

地
域
の
活
力
低
下
も
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

か
ら
の
社
会
資
本
整
備
は
、
従
来
の
災
害
か
ら

生
命
や
財
産
を
守
る
こ
と
に
加
え
て
、
自
然
と

の
共
生
や
気
候
変
動
の
抑
制
、
さ
ら
に
地
方
の

個
性
を
際
立
た
せ
魅
力
を
引
き
出
す
、
と
い
っ

た
総
合
的
な
機
能
を
有
し
人
々
の
暮
ら
し
の
安

寧
を
支
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
う

し
た
課
題
に
あ
た
っ
て
は
土
木
技
術
を
地
域
に

ど
う
役
立
た
せ
る
か
と
い
う
視
点
で
は
な
く
、

地
域
に
と
っ
て
土
木
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
と
い

う
視
点
か
ら
土
木
の
あ
る
べ
き
役
割
を
改
め
て

考
え
直
す
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
社
会
資
本
整
備
の

新
し
い
あ
り
方
、
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
地

域
づ
く
り
の
技
術
や
仕
組
み
を
研
究
す
る
3
名

の
若
手
研
究
者
か
ら
話
題
を
提
供
し
、「
安
寧
の

公
共
学
」
の
構
築
に
向
け
て
取
り
組
む
べ
き
方

策
や
考
え
方
に
つ
い
て
議
論
を
深
め
た
。

　

東
京
工
業
大
学
・
真
田
純
子
准
教
授
か
ら
は
、

「
石
積
み
と
石
積
み
技
術
の
こ
れ
か
ら
の
価
値
」

と
題
し
て
、「
石
積
み
」
の
魅
力
が
語
ら
れ
た
。

伝
統
的
な
工
法
で
あ
る
石
積
み
は
、
良
好
な
農

村
景
観
を
生
み
出
す
基
盤
と
な
る
だ
け
で
は
な

く
、
崩
れ
て
も
瓦
礫
を
発
生
さ
せ
ず
補
修
が
で

き
る
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
工
法
で
あ
り
、
住
民

み
ず
か
ら
が
施
工
可
能
な
小
さ
な
工
事
が
で
き
、

そ
れ
が
土
地
に
対
す
る
知
識
や
責
任
の
醸
成
に

つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
っ
た
視
点
が
紹
介
さ
れ

た
。
一
方
、
石
積
み
が
時
代
と
と
も
に
廃
れ
た
要

因
は
、
定
量
的
な
強
度
の
保
証
や
均
質
な
施
工

平
成
29
年
度 

土
木
の
日
お
よ
び

く
ら
し
と
土
木
の
週
間 

報
告

土
木
広
報
セ
ン
タ
ー

土
木
広
報
セ
ン
タ
ー
は
、土
木
広
報
戦
略
会
議
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
、自
ら
が

主
体
と
な
る
活
動
の
実
施（「
土
木
の
日
」の
活
動
を
含
む
）、各
委
員
会
や
支

部
、関
係
団
体
が
主
体
と
な
っ
て
行
う
活
動
と
の
連
携
・
調
整
、情
報
共
有
・
発
信

な
ど
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

本
　
部
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性
と
い
っ
た
社
会
か
ら
の
要
求
に
あ
り
、
石
積

み
が
構
造
的
に
弱
い
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
い

こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。
確
か
に
課
題
は
あ
る
が
、

石
積
み
に
は
地
域
の
下
支
え
す
る
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
は
十
分
に
あ
る
。
そ
れ
を
引
き
出
す
た
め
に

は
「
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
る
技
術
」
の
視
点
か

ら
石
積
み
を
見
直
す
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か

と
述
べ
ら
れ
た
。
そ
れ
に
向
け
た
具
体
的
な
方

策
と
し
て
取
り
組
ま
れ
て
い
る
、
石
積
み
技
術

の
伝
承
を
目
指
し
た
「
石
積
み
学
校
」
に
つ
い
て

も
紹
介
さ
れ
た
。

　

国
士
舘
大
学
・
二
井
昭
佳
准
教
授
か
ら
は
、「
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
と
デ
ザ
イ
ン
の
協
働
が
生
み

出
す
新
し
い
風
景
」
と
題
し
て
、
堤
防
の
建
設
を

事
例
と
し
て
紹
介
し
な
が
ら
、
単
一
課
題
解
決

型
か
ら
複
数
課
題
解
決
型
へ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ

フ
ト
の
重
要
性
が
述
べ
ら
れ
た
。
講
演
で
は
、
ド

イ
ツ
・
ミ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
市
の
マ
イ
ン
川
に
お

け
る
河
川
堤
防
の
事
例
が
紹
介
さ
れ
た
。
こ
の

堤
防
は
、
固
定
式
の
堤
防
と
そ
こ
か
ら
せ
り
上

が
る
可
動
式
の
堤
防
と
で
で
き
て
お
り
、
そ
れ

ぞ
れ
超
過
確
率
25
年
、
1
0
0
年
の
洪
水
に
対

応
し
た
高
さ
と
な
っ
て
い
る
。
堤
防
の
建
設
は

治
水
上
不
可
欠
で
は
あ
る
が
、
ま
ち
と
水
辺
と

を
空
間
的
に
断
絶
す
る
要
素
と
も
な
る
。
こ
れ

に
対
し
、
堤
防
の
高
さ
を
低
く
抑
え
る
工
夫
に

よ
り
、
空
間
の
連
続
性
を
確
保
で
き
る
の
は
も

ち
ろ
ん
、
堤
防
に
熟
慮
さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
を
施

す
こ
と
で
そ
れ
自
体
が
地
域
の
景
観
の
独
自
性

を
高
め
る
要
素
と
も
な
っ
て
い
る
こ
と
が
紹
介

さ
れ
た
。
こ
う
し
た
構
造
物
の
設
計
（
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
）
と
空
間
統
合
技
術
（
デ
ザ
イ
ン
）
と

が
協
働
し
た
社
会
資
本
整
備
の
実
践
が
地
域
の

魅
力
を
高
め
る
風
景
を
生
み
出
す
こ
と
が
述
べ

ら
れ
た
。

　

九
州
大
学
・
高
尾
忠
志
准
教
授
か
ら
は
、「
地

域
再
生
に
貢
献
す
る
社
会
資
本
整
備
を
推
進
す

る
た
め
の
仕
組
み
」
と
題
し
て
、
自
身
が
務
め
る

長
崎
市
の
「
景
観
専
門
監
」
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
紹
介
さ
れ
た
。
地
方
自
治
体
の
現
場
で
は
良

「土木の日」ロゴマーク シンポジウム当日に「土木の日」ロゴマークを公表した

討論会の様子（左：島谷幸宏教授、右：真田純子准教授） 討論会の様子（左：大石久和会長、中：二井昭佳准教授、
右：高尾忠志准教授）

土木偉人映像展の様子（高橋裕東京大学名誉教授） 土木学会から感謝の意を表して高橋裕先生へ花束が贈呈
された
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い
も
の
を
作
り
た
い
と
い
う
熱
意
は
あ
っ
て
も
、

複
数
の
分
野
に
ま
た
が
る
実
際
の
課
題
に
対
し
、

横
断
的
に
検
討
で
き
る
人
材
が
不
足
し
て
い
る

と
い
う
の
が
全
国
的
な
現
状
で
あ
る
。
景
観
専

門
監
は
、
市
が
運
営
す
る
大
小
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
や
監
修
者
と
し
て
事
業
に

一
貫
し
て
関
与
す
る
。
こ
の
5
年
間
で
1
3
0

事
業
の
監
修
を
行
っ
た
。
事
業
の
質
の
向
上
の

た
め
に
は
、
研
修
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
外
部
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
招
聘
な
ど
の
対
応
が
一
般
的
で
あ

る
。
こ
れ
に
対
し
、
景
観
専
門
監
は
イ
ン
ハ
ウ
ス

ス
ー
パ
バ
イ
ザ
ー
（
庁
内
調
整
役
）
と
し
て
組
織

内
を
縦
横
断
的
に
、
ま
た
時
間
的
に
連
続
し
て

事
業
に
関
わ
り
続
け
る
こ
と
で
、
事
業
の
方
向

性
を
ぶ
れ
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
柔
軟
な
組
織
内

調
整
や
情
報
共
有
が
で
き
る
。
そ
れ
だ
け
で
は

な
く
、
行
政
・
市
民
・
有
識
者
を
有
機
的
に
結

び
つ
け
る
触
媒
効
果
や
、
人
材
育
成
の
面
で
も

大
き
な
効
果
が
あ
っ
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
た
。

　

討
論
会
で
は
、
九
州
大
学
・
島
谷
幸
宏
教
授

を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
迎
え
、
土
木
学
会
・

大
石
久
和
会
長
も
参
加
し
、
議
論
が
交
わ
さ
れ

た
。
大
石
会
長
か
ら
は
、
土
木
の
目
指
し
て
き

た
価
値
観
と
し
て
皆
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
尊
ば

れ
て
き
た
が
、
そ
こ
で
し
か
買
え
な
い
も
の
が

あ
る
道
の
駅
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
個
別
の

地
域
で
異
な
る
こ
と
が
良
い
と
い
う
価
値
観

が
共
有
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
地
方
創
生
に
向
け
て

は
、
こ
れ
ま
で
の
同
じ
も
の
が
つ
な
が
っ
て
い

る
と
い
う
「
交
流
」
を
発
展
さ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
が
異
な
る
こ
と
を
主
体
的
に
受
け
入

れ
、
互
い
に
補
完
し
合
う
「
連
携
」
が
で
き
る

よ
う
な
社
会
形
成
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
述
べ

ら
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
地
域
そ
れ
ぞ
れ
が
異

な
る
た
め
に
は
、
地
域
が
主
体
的
に
公
共
事
業

を
評
価
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
が
必
要
で
は

な
い
か
、
ま
た
、
地
域
が
地
域
の
在
り
様
に
責

任
を
持
て
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
、
地

域
の
公
共
事
業
に
参
加
す
る
よ
う
な
仕
組
み

が
効
果
的
で
は
な
い
か
、
と
い
っ
た
意
見
が
上

が
っ
た
。

土
木
偉
人
映
像
展 
─
古
市
公
威
─

　
『
日
本
の
近
代
土
木
を
築
い
た
人
び
と
』（
企

画
：
大
成
建
設
株
式
会
社
、
制
作
：
日
本
映
画

新
社
、
日
映
企
画
、
監
修
：
高
橋
裕
、
清
水
慶
一
）

よ
り
土
木
学
会
初
代
会
長
・
古
市
公
威
を
上
映
。

そ
の
後
、
河
川
工
学
の
大
家
で
あ
り
、
映
像
の
監

修
を
つ
と
め
ら
れ
た
東
京
大
学
名
誉
教
授
の
高

橋
裕
先
生
に
ご
講
演
い
た
だ
き
、
九
州
大
学
教

授
の
島
谷
幸
宏
を
交
え
て
活
発
に
意
見
を
交
換

し
た
。

　

古
市
公
威
（
1
8
5
4
〜
1
9
3
4
）
は
、
開

成
所
で
学
ん
だ
後
、
仏
エ
コ
ー
ル
・
サ
ン
ト
ラ

ル
に
留
学
。
帰
国
後
に
内
務
省
に
入
省
、
32
歳
で

帝
国
大
学
工
科
大
学
学
長
に
就
任

し
、
ヨ
ハ
ネ
ス
・
デ
・
レ
ー
ケ
ら

と
共
に
木
曽
三
川
な
ど
近
代
治
水

の
礎
と
な
っ
た
河
川
改
修
を
推
進

し
、
河
川
法
、
砂
防
法
の
制
定
に
も

尽
力
し
た
。
ま
た
、
日
本
仏
学
校

（
現
法
政
大
学
）
な
ど
の
設
立
に
も

関
わ
り
、
近
代
土
木
行
政
や
工
学

教
育
の
基
礎
を
築
い
た
。

　

高
橋
裕
先
生
は
、
古
市
公
威
と

同
学
年
で
あ
り
淀
川
改
修
な
ど
の

治
水
に
専
心
し
た
沖
野
忠
雄
と
を

対
比
し
な
が
ら
、
古
市
の
多
才
さ

に
つ
い
て
話
さ
れ
た
。
古
市
の
会

長
就
任
演
説
に
つ
い
て
は
、
明
治

か
ら
大
正
に
か
け
て
工
学
が
専
門

分
業
化
し
て
い
く
中
で
、
工
学
に

お
け
る
土
木
工
学
の
位
置
付
け
を

明
確
に
し
、
後
進
の
進
む
べ
き
道
を
示
し
た
点

が
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
た
。
ま
た
、

土
木
学
会
は
古
市
・
沖
野
の
還
暦
祝
い
と
し
て

集
め
ら
れ
た
資
金
を
も
と
に
古
市
・
沖
野
の
意

向
で
設
立
さ
れ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
紹
介

さ
れ
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
最
後
に
は
長
年
に
渡
り
土

木
偉
人
映
像
展
に
お
い
て
先
人
の
偉
業
の
解

説
を
さ
れ
て
こ
ら
れ
た
高
橋
先
生
が
本
年
度

を
も
っ
て
ご
勇
退
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
土
木
学

会
か
ら
感
謝
の
意
を
表
し
て
花
束
が
贈
呈
さ

れ
た
。

土
木
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
2
0
1
7
　
未
来

の
東
京
を
見
つ
け
に
、
土
木
を
巡
る
。

　

土
木
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、土
木
界
が
保
有
す

る
歴
史
的
資
料
や
図
面
、
写
真
な
ど
、
普
段
は
目

に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
各
種
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

を
展
示
、
公
開
し
て
い
る
。
今
年
度
は
J
R
新

宿
駅
西
口
の
新
宿
駅
西
口
広
場
イ
ベ
ン
ト
コ
ー 11月20日オープニングセレモニーのテープカット



土木学会誌 Vol.103 No.3 March 201891

ナ
ー
で
、
11
月
20
日
（
月
）
か
ら
24
日
（
金
）
ま

で
開
催
し
、約
4
8
0
0
0
人
に
ご
鑑
賞
い
た
だ

い
た
。

　

土
木
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
二
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

か
ら
な
る
。
一
つ
が
「
H
A
N
D
S
」
。
明
治
期

か
ら
昭
和
初
期
ま
で
の
土
木
事
業
を
対
象
に
、

土
木
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
よ
る
手
書
き
の
図
面
な
ど

を
中
心
に
展
示
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
も
う

一
つ
が
「
E
Y
E
S
」
で
、
新
し
い
土
木
の
あ
り

方
や
地
域
づ
く
り
の
あ
り
方
な
ど
、
新
し
い
コ

ン
セ
プ
ト
を
取
り
入
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
選

ん
で
展
示
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　

今
年
度
の
新
宿
駅
西
口
広
場
イ
ベ
ン
ト
コ
ー

ナ
ー
で
は
、「
土
木
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
2
0
1
7 

未

来
の
東
京
を
見
つ
け
に
、
土
木
を
巡
る
。
」
を

テ
ー
マ
に
、
美
し
く
繊
細
な
手
書
き
図
面
、
芸
術

的
な
写
真
や
映
像
、
圧
倒
的
な
迫
力
の
模
型
を

公
開
し
た
。
特
に
、
今
回
の
展
示
で
は
、
会
場
3

か
所
に
設
置
し
た
フ
ァ
サ
ー
ド
を
は
じ
め
、
各

展
示
物
前
の
解
説
用
パ
ネ
ル
、
受
付
ス
タ
ッ
フ

が
着
用
す
る
ヘ
ル
メ
ッ
ト
や
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
、

ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
者
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
用
ス

テ
ッ
カ
ー
に
至
る
ま
で
、「
土
木
」
を
モ
チ
ー
フ

に
し
た
印
象
的
な
デ
ザ
イ
ン
を
軸
に
、
会
場
全

体
の
統
一
感
を
意
識
し
た
。
簡
易
バ
ナ
ー
に
よ

る
展
示
で
は
、
こ
れ
ま
で
全
国
で
展
示
し
て
き

た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
う
ち
、
関
東
・
甲
越
エ
リ

ア
（
箱
根
地
区
国
道
1
号
施
設
群
や
萬
代
橋
、
勝

沼
砂
防
堰
堤
な
ど
）
を
中
心
に
総
数
18
点
（
22

枚
）
の
展
示
を
行
っ
た
。
ま
た
、
今
回
も
昨
年
同

様
、
オ
ン
ラ
イ
ン
博
物
館
“
ド
ボ
博
”
の
P
R
映

像
を
流
す
と
と
も
に
、
実
際
に
参
加
者
が
体
感

で
き
る
よ
う
に
、
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
に
よ
る
体
験

コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
た
。
さ
ら
に
、
今
年
も
東
京

都
建
設
局
と
の
共
催
で
、「
東
京　

橋
と
土
木
展
」

と
同
時
開
催
と
し
、
建
設
局
が
所
有
す
る
貴
重

な
図
面
や
写
真
、
隅
田
川
に
架
か
る
国
の
重
要

文
化
財
指
定
の
3
つ
の
橋
（
勝
鬨
橋
、
永
代
橋
、

清
洲
橋
）
の
模
型
と
昭
和
女
子
大
学
の
田
村
圭

介
准
教
授
に
よ
る
新
宿
駅
立
体
模
型
（
都
庁
前

駅
と
西
新
宿
駅
を
加
え
た
完
全
版
）
な
ど
の
展

示
を
行
っ
た
。
23
日
（
木
・
祝
）
に
は
、
田
村
圭

介
准
教
授
な
ら
び
に
千
葉
工
業
大
学
の
八
馬
智

教
授
の
ミ
ニ
講
演
が
開
催
さ
れ
た
。

　

新
宿
駅
西
口
広
場
に
お
け
る
土
木
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
は
、
こ
れ
ま
で
通
り
小
学
生
の
親
子
連

れ
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
幅
広
い
年
代
の
方
々
に

足
を
運
ん
で
い
た
だ
い
た
。
同
会
場
で
の
展
示

は
9
年
目
と
な
る
が
、
例
年
、
本
展
示
会
を
楽

し
み
に
し
て
い
る
フ
ァ
ン
も
多
く
、
特
に
、
今
年

は
、ス
タ
ッ
フ
用
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
と
ユ
ニ
フ
ォ
ー

ム
を
着
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
た
と
こ

ろ
、
S
N
S
に
よ
り
拡
散
い
た
だ
く
こ
と
に
繋

が
り
、
さ
ら
に
、
多
く
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
け

る
好
循
環
も
生
ま
れ
た
。
ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト

回
答
者
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
配
布
し
た
特
製
ク
リ
ア

フ
ァ
イ
ル
お
よ
び
ス
テ
ッ
カ
ー
に
も
関
心
が
集

ま
っ
た
。
今
後
も
土
木
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
収
集

し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
の
持
つ
魅
力
を
活
か
し
つ
つ
、

市
民
の
み
な
さ
ん
の
土
木
に
対
す
る
理
解
を
深

め
て
い
け
る
よ
う
な
企
画
を
展
開
し
て
い
き
た

い
。

�バナーを鑑賞する人たち

�「土木」をモチーフにした印象的なデザイン

�東京都建設局（共催）によるミニ講演の様子
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東
北
支
部
は
今
年
で
設
立
80
周
年
を
迎
え
た
こ

と
か
ら
、「
土
木
の
日
」
関
連
行
事
と
し
て
も
広
く

一
般
の
方
々
に
「
土
木
」
に
触
れ
て
い
た
だ
く
た

め
の
行
事
を
実
施
し
た
。

　

秋
田
ブ
ラ
ン
チ
で
は
2
日
間
に
わ
た
り
、
雄
物

川
で
洪
水
か
ら
住
民
を
守
る
た
め
の
「
雄
物
川
法

水
路
事
業
」
に
着
手
し
て
か
ら
1
0
0
周
年
を
迎

え
た
こ
と
を
記
念
し
た
パ
ネ
ル
展
を
開
催
し
た
。

　
（
一
社
）日
本
建
設
業
連
合
会
東
北
支
部
の
共

催
を
い
た
だ
き
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興

工
事
が
着
々
と
進
ん
で
い
る
様
子
に
つ
い
て

「
U
N
D
E
R 

C
O
N
S
T
R
U
C
T
I
O
N 

in 

東
北
」
と
題
し
た
土
木
写
真

家
の
西
山
芳
一
氏
の
撮
影
に
よ

る
大
迫
力
の
写
真
展
示
を
と
お

し
て
一
般
の
方
が
普
段
目
に
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
、
大
型
重

機
と
工
事
に
携
わ
る
人
々
の
い

き
い
き
と
し
た
姿
を
6
日
間
に

わ
た
り
ご
覧
い
た
だ
い
た
。

　

伊
達
政
宗
公
が
仙
台
に
城
下

町
を
築
い
て
か
ら
4
0
0
年
以

上
が
経
過
し
た
な
か
で
、
人
々

の
暮
ら
し
・
生
業
と
地
形
の
関

係
を
ひ
も
解
き
な
が
ら
、安
全
・

安
心
の
街
づ
く
り
の
あ
り
方
を

考
え
る
う
え
で
有
用
な
知
見
を
探
り
、
そ
れ
を
語

り
継
ぐ
た
め
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
考
え
て
い
く「
先

人
に
学
ぶ
地
を
読
む
力
」
と
題
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
開
催
し
た
。
日
本
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
代
表
理
事

の
竹
村
公
太
郎
様
と
宮
城
学
院
女
子
大
学
学
長
の

平
川
新
様
に
よ
る
基
調
講
演
を
い
た
だ
き
、
お
二

人
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
お
よ
び
4
名
の
パ
ネ
リ

ス
ト
を
加
え
て
、
地
理
情
報
と
防
災
教
育
へ
の
活

用
、
地
震
考
古
学
的
視
点
か
ら
暮
ら
し
と
災
害
、

地
形
・
地
名
か
ら
読
み
解
く
歴
史
、
地
形
を
読
み

解
く
テ
レ
ビ
番
組
制
作
の
こ
だ
わ
り
な
ど
を
紹
介

い
た
だ
き
な
が
ら
討
論
を
実
施
し
た
。
来
場
者
を

含
め
た
活
発
な
質
疑
が
展
開
さ
れ
、
土
木
に
関
す

る
来
場
者
の
関
心
が
高
め
ら
れ
た
機
会
と
な
っ
た
。

　

こ
と
し
支
部
創
立
80
周
年
を
迎
え
た
こ
と
を
記

念
し
、
11
月
17
日
（
金
）
、
札
幌
市
内
の
ホ
テ
ル
に

て
「
未
来
の
北
海
道
と
土
木
」
を
テ
ー
マ
に
、
記

念
式
典
・
記
念
講
演
会
・
選
奨
土
木
遺
産
認
定
書

授
与
式
及
び
記
念
祝
賀
会
を
開
催
し
た
。
会
員
、

来
賓
ら
2
9
1
人
が
出
席
し
、
節
目
を
祝
っ
た
。

　

記
念
式
典
で
は
、
支
部
80
周
年
の
歩
み
を
出
席

者
で
振
り
返
り
、
記
念
講
演
会
で
は
、
大
石
久
和

会
長
よ
り
「
土
木
は
『
社
会
の
安
寧
』
を
支
持
で

き
て
い
る
の
か
」
、
北
海
道
大
学
大
学
院
工
学
研

究
院
岸
邦
宏
准
教
授
よ
り
「
北
海
道
の
未
来
の
た

め
に
我
々
が
す
べ
き
こ
と
」
と
題
し
た
講
演
を
い

た
だ
い
た
。選
奨
土
木
遺
産
認
定
書
授
与
式
で
は
、

新
た
に
認
定
を
受
け
た「
滝
の
上
発
電
所
施
設
群
」

（
北
海
道
企
業
局
）及
び「
網
走
橋
」（
国
土
交
通
省

北
海
道
開
発
局
網
走
開
発
建
設
部
）
に
つ
い
て
認

定
書
と
銘
板
の
授
与
が
行
わ
れ
た
後
、
受
賞
者
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
当
該
土
木
遺
産
の
概
要
を
報
告
い
た

だ
い
た
。

　

記
念
祝
賀
会
に
は
、
来
賓
、
土
木
学
会
関
係
者

な
ど
1
6
6
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。
当
日
午
前
中

に
「
未
来
の
北
海
道
の
た
め
に
、
土
木
の
力
で
や

り
た
い
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
た
「
若
手
技

術
者
交
流
サ
ロ
ン
」
に
つ
い
て
、
参
加
学
生
自
ら

報
告
が
あ
り
、
祝
賀
会
参
加
者
と
活
発
な
意
見
交

換
が
な
さ
れ
た
。

　

11
月
16
日
（
木
）
〜
17
日
（
金
）
に
は
、
J
R

札
幌
駅
と
大
通
を
結
ぶ
地
下
歩
行
空
間
北
3
条

交
差
点
広
場
（
西
）
に
て
、
土
木
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

H
A
N
D
S
＋
E
Y
E
S
パ
ネ
ル
展
を
開
催
し

た
。
北
海
道
に
現
存
す
る
歴
史
的
土
木
構
造
物
や

先
進
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
平
成
28
年
度
の
台
風
災

害
の
復
旧
状
況
な
ど
を
、
美
し
い
手
書
き
図
面

や
写
真
、
パ
ネ
ル
で
紹
介
し
、
2
日
間
で
延
べ
約

2
0
0
0
人
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
い
た
。

　

ま
た
、
例
年
同
様
、
北
見
、
苫
小
牧
、
室
蘭
、
函

館
に
お
い
て
も
、
関
係
機
関
の
協
力
の
も
と
に

「
土
木
の
日
」
関
連
行
事
を
実
施
し
、
広
く
一
般
の

方
々
に
土
木
の
認
識
・
認
知
度
向
上
に
努
め
、
多

く
の
参
加
者
か
ら
好
評
を
得
た
。

北
海
道
支
部

東
北
支
部

記念講演会の様子

土木コレクションパネル展

室蘭地区イベント：知利別川環
境学習体験フェスタ2017 「水と
生き物・いのちのつながり」

1205 写真展

秋田ブランチ パネル展示状況 1209 シンポジウム
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関
東
支
部
で
は
、
関
係
機
関
の
協
力
の
も
と
に

「
土
木
の
日
」
の
関
連
行
事
を
実
施
し
た
。

　

会
員
・
一
般
を
対
象
と
し
た
「
現
場
見
学
会
」

で
は
、「
東
京
都
港
湾
局　

海
の
森
水
上
競
技
場

整
備
工
事
」
お
よ
び
「
東
京
都
下
水
道
局　

芝
浦

水
再
生
セ
ン
タ
ー
・
森
ヶ
崎
水
再
生
セ
ン
タ
ー

間
連
絡
管
建
設
工
事
そ
の
2
」
の
見
学
会
を
実
施

し
、
首
都
圏
で
進
め
ら
れ
て
い
る
ビ
ッ
グ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
実
感
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

親
子
を
対
象
と
し
た
「
親
子
見
学
会
」
で
は
、

「
新
東
名
高
速
道
路 

厚
木
南
I
C
・
伊
勢
原

J
C
T
（
仮
称
）
」
お
よ
び
「
相
鉄
・
東
急
直
通

線 

羽
沢
ト
ン
ネ
ル
」
を
見
学
し
、
将
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
に
土
木
技
術
の
す
ば
ら
し
さ
を
紹
介
し

た
。
ま
た
、
関
東
支
部
内
の
各
技
術
研
究
所
に
ご

協
力
い
た
だ
き
、「
技
術
研
究
所
見
学
会
」
を
実
施

し
た
。
小
学
生
を
中
心
に
多
数
の
参
加
を
得
て
、

建
設
業
の
役
割
や
新
技
術
開
発
へ
の
取
組
み
を
紹

介
し
た
。

　

2
0
1
7
年
度
も
家
族
を
含
め
た
会
員
交
流
促

進
の
一
環
と
し
て
「
土
木
の
あ
る
風
景
」
写
真
コ

ン
テ
ス
ト
を
「
土
木
の
日
」
に
ち
な
ん
で
11
月
18

日
よ
り
募
集
を
開
始
し
た
。
関
東
支
部
の
技
術
研

究
発
表
会
（
2
0
1
8
年
3
月
7
日
（
水
）
～
8

日
（
木
）：
山
梨
大
学
）
参
加
者
に
よ
る
投
票
形
式

に
て
最
優
秀
賞
・
優
秀
賞
な
ど
が
決
定
さ
れ
る
。

　

関
東
支
部
に
は
、
新
潟
・
山
梨
・
群
馬
・
栃
木
・

茨
城
の
五
つ
の
分
会
が
あ
り
、
各
分
会
に
お
い
て

記
念
講
演
会
、
親
子
見
学
会
、
現

場
見
学
会
な
ど
各
種
イ
ベ
ン
ト

を
実
施
し
、土
木
工
学
の
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
と
市
民
生
活
と
の
関

係
の
周
知
に
活
発
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
群
馬
会
「
土
木
遺
産

“
自
由
旅
行
の
旅
”
」
、
栃
木
会

「
2
0
1
7
と
ち
ぎ
エ
ク
ス
カ
ー

シ
ョ
ン
」
、
山
梨
会
「
土
木
の
日

視
察
・
見
学
会
」
、
新
潟
会
「
記

念
講
演
会
」
、
茨
城
会
「
記
念
講

演
会
」
が
開
催
さ
れ
、
土
木
の
魅

力
を
伝
え
て
い
た
だ
い
た
。

　

中
部
支
部
で
は
、
関
係
機
関
の
協
力
を
い
た
だ

き
、「
土
木
の
日
」
関
連
行
事
を
9
月
か
ら
11
月
に

か
け
て
実
施
し
た
。

　

土
木
に
対
す
る
一
般
市
民
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

の
面
で
は
、
親
子
を
対
象
と
し
た
「
親
子
ふ
れ
あ

い
見
学
会
」
及
び
小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
を
対
象

と
し
た
「
市
民
見
学
会
」
を
実
施
し
た
。「
親
子
ふ

れ
あ
い
見
学
会
」
で
は
、
レ
ゴ
ブ
ロ
ッ
ク
を
用
い

た
橋
の
模
型
づ
く
り
を
体
験
し
た
後
に
実
際
の
橋

梁
を
見
学
し
、
橋
を
「
渡
る
だ
け
の
も
の
」
か
ら

「
い
ろ
い
ろ
な
形
や
構
造
が
あ
る
面
白
い
も
の
」

と
し
て
捉
え
直
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
。
ま

た
、「
市
民
見
学
会
」
で
は
、
富
山
県
で
空
港
・
港

湾
・
鉄
道
、
岐
阜
県
で
治
水
施
設
・
高
速
道
路
、

名
古
屋
市
で
水
道
・
下
水
道
、
と
幅
広
い
分
野
を

見
学
し
、
普
段
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
バ
ッ
ク

ヤ
ー
ド
見
学
も
盛
り
込
む
こ
と
で
参
加
者
か
ら
高

い
関
心
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
教
職
員
、
教
員
を
目
指
す
学
生
及
び

理
工
系
の
学
生
の
団
体
を
対
象
と
し
た
「
エ
ク
ス

カ
ー
シ
ョ
ン
（
体
験
型
見
学
会
）
」
で
は
、Japan 

Steel Bridge Com
petition 2017

に
参
加
し
た

学
生
及
び
教
員
が
、
東
海
北
陸
自
動
車
道
4
車
線

化
事
業
と
し
て
施
工
中
で
あ
る
鷲わ

し

見み

橋
（
日
本
一

の
高
橋
脚
）、三み

尾お

河ご

橋（
鋼
橋
）等
を
見
学
し
た
。

橋
を
研
究
し
て
い
る
学
生
が
実
際
の
構
造
物
・
建

設
工
事
を
見
る
こ
と
で
今
後
の
研
究
や
就
職
に
対

す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
高
ま
る
と
と
も
に
、
東

日
本
や
西
日
本
の
学
生
に
も
中
部
地
方
の
土
木
施

設
を
見
て
も
ら
う
貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
。

　

中
部
支
部
で
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
学
生
間
の
交

流
お
よ
び
土
木
技
術
者
と
の
交
流
を
目
的
と
し
た

「
学
生
と
土
木
技
術
者
の
交
流
会
」
、
学
校
、
生
涯

学
習
の
場
等
に
講
師
を
派
遣
す
る
「
出
前
講
座
」

及
び
「
選
奨
土
木
遺
産
の
パ
ネ
ル
展
示
」
等
を
行

い
、
土
木
及
び
土
木
学
会
の
認
知
度
向
上
と
と
も

に
、
将
来
の
担
い
手
の
育
成
に
努
め
て
い
る
。

中
部
支
部

関
東
支
部

レゴブロックを用いた橋の模型づくり
（親子ふれあい見学会）

鷲見橋の見学（エクスカーション）

親子見学会（工事概
要の説明）

親子見学会（参加者とスタッフの全員で集合写真）
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中
国
支
部
で
は
、
一
般
市
民
の
方
々
に
「
土

木
」
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
第
10

回
「
身
近
な
土
木
を
描
い
て
み
よ
う
!

図
画
コ

ン
ク
ー
ル
」
を
実
施
し
た
。
こ
れ
は
、
次
世
代
を

担
う
子
ど
も
た
ち
に
、
生
活
の
中
で
何
気
な
く
見

て
い
る
身
近
な
構
造
物
を
描
い
て
も
ら
う
こ
と
に

よ
っ
て
土
木
に
親
し
み
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
、

な
ら
び
に
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
が
土
木
技
術
に
支

え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
と
し
た
行
事
だ
。

　

夏
休
み
の
課
題
と
し
て
、
中
国
5
県

の
小
中
学
校
に
依
頼
を
し
、
1
2
1
9

枚
の
応
募
が
あ
っ
た
。
小
学
生
の
作
品

は
、
空
港
や
駅
な
ど
家
族
で
出
か
け
た

楽
し
い
旅
の
絵
や
、
現
場
で
働
く
機
械

や
電
車
を
生
き
生
き
と
描
く
一
方
で
、

中
学
生
は
橋
や
復
興
作
業
な
ど
、
社
会

基
盤
と
日
々
の
暮
ら
し
の
関
わ
り
を
豊

か
な
色
彩
や
ユ
ニ
ー
ク
な
ア
ン
グ
ル
で

切
り
取
る
な
ど
、
審
査
員
が
目
を
奪
わ

れ
る
力
作
ぞ
ろ
い
だ
っ
た
。
広
島
市
近

隣
の
小
・
中
学
校
校
長
な
ど
に
よ
る
審

査
会
は
困
難
を
き
わ
め
、
よ
う
や
く
優

秀
13
点
と
佳
作
51
点
を
選
ん
だ
。

　

展
示
期
間
中
の
休
日
に
、
優
秀
作
品

の
表
彰
式
を
開
催
し
、
小
橋
支
部
長
か

ら
受
賞
者
一
人
ひ
と
り
に
表
彰
状
を
手
渡
し
た
。

今
年
初
め
て
鳥
取
県
内
か
ら
の
優
秀
作
品
の
入
賞

が
あ
り
、
鳥
取
市
内
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
内

で
表
彰
式
と
展
示
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
優
秀
作
品
を
印
刷
し
た
2
0
1
8
年
の

カ
レ
ン
ダ
ー
を
制
作
し
て
、
受
賞
者
や
関
係
者
、

関
係
機
関
に
配
布
し
「
土
木
の
日
」
お
よ
び
「
く

ら
し
と
土
木
の
週
間
」
行
事
を
P
R
し
た
。

　

入
選
作
品
は
、
広
島
市
ま
ち
づ
く
り
市
民
交
流

プ
ラ
ザ
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
鳥
取
北
店
、
土
木
学
会

本
部
、
広
島
県
立
図
書
館
、
中
国
電
力
柳
井
発
電

所
に
展
示
し
、
多
く
の
方
の
ご
来
場
を
頂
い
た
。

　

関
西
支
部
で
は
、「
土
木
の
日
」
お
よ
び
「
く
ら

し
と
土
木
の
週
間
」
の
活
動
と
し
て
、「
土
木
の

日
」
関
連
行
事
関
西
地
区
連
絡
会
の
主
催
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
企
画
（
連
絡
会
行
事
）
を
実
施
し
た
。

　
「
土
木
の
日
」
ポ
ス
タ
ー
制
作
で
は
、「
つ
く
っ

て
み
た
い
未
来
の
交
通
～
道
路
・
鉄
道
・
港
・

空
港
～
」
を
テ
ー
マ
に
図
案
を
募
集
し
た
と
こ

ろ
、
子
供
部
門
2
8
5
作
品
、
一
般
部
門
4
0
8

作
品
と
、
例
年
に
比
べ
て
非
常
に
多
く
の
応
募
が

あ
っ
た
。
大
阪
府
阪
南
市
の
小
学
6
年
生
の
作
品

が
最
優
秀
賞
と
な
り
、
土
木
の
日
関
連
行
事
の
広

報
ポ
ス
タ
ー
に
活
用
し
た
。

　
「
土
木
の
日
」
コ
ア
行
事
と
し
て
、
本
年
度

は
大
阪
歴
史
博
物
館
と
の
共
催
で
12
月
10
日
に

F
C
C
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
、「
あ
し
た
の
城

（
ジ
ョ
ー
）
～
城
・
石
垣
を
つ
く
る
人
・
ま
も
る

技
術
／
大
坂
城
・
熊
本
城
～
」
と
題
し
て
、
豊
臣

大
坂
城
の
築
城
、
文
化
財
と
し
て
の
石
垣
の
構
造

と
修
復
技
術
、
熊
本
城
で
行
わ
れ
て
い
る
修
復
の

状
況
と
そ
の
課
題
な
ど
の
講
演
を
頂
き
、
参
加
者

か
ら
多
く
の
質
問
が
あ
り
、
好
評
の
う
ち
に
終

え
た
。

　

同
じ
く
コ
ア
行
事
の
「
ど
ぼ
く
カ
フ
ェ
」
と
し

て
、
5
月
27
日
に
支
部
年
次
学
術
講
演
会
場
で

「
ゲ
ン
バ
見
学
の
ス
ス
メ
」
、
8
月
23
日
に
梅
田

の
地
下
街
の
空
き
店
舗
を
お
借
り
し
、
参
加
者
全

員
が
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
っ
て
行
っ
た
「
地
下
街

の
魅
力 

～
ア
ン
ダ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
ひ
ろ
が
る

街
の
秘
密
～
」
、
9
月
8
日
に
尼
崎
の
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
モ
ー
ル
の
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
で
実
施
し
た

「
現
場
の
ミ
カ
タ
・
重
機
の
ミ
カ
タ 

～
イ
ラ
ス
ト

が
伝
え
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
土
木
の
世
界
～
」
、

11
月
30
日
に
神
戸
港
の
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
お

い
て
「
ミ
ナ
ト
に
ま
つ
わ
る
エ
ト
セ
ト
ラ
～
神
戸

開
港
1
5
0
年
～
」
、12
月
16

日
に
イ
ベ
ン
ト
「
け
ん
せ
つ

フ
ェ
ス
タ
し
が
」
内
で
開
催

し
た
「
ど
ぼ
く
映
画
ま
つ
り
」

の
計
5
回
、
実
施
し
ま
し
た
。

今
年
は
内
容
の
み
な
ら
ず
開

催
場
所
も
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富

ん
だ
企
画
と
な
っ
た
。

中
国
支
部

関
西
支
部

本年度の「土木の日」ポスター

展示（土木学会本部）

表彰式（広島市）優秀作品を掲載した2018年カレンダー

展示（鳥取市）
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西
部
支
部
で
は
、
九
州
・
沖
縄
各
県
の
9
地
区

に
地
区
幹
事
を
配
し
、
各
地
区
の
関
係
機
関
の
協

力
の
下
で「
土
木
の
日
関
連
行
事
」
を
開
催
し
て

い
る
。以
下
に
、主
な
開
催
行
事
を
紹
介
す
る
。

　

福
岡
地
区
は
、
土
木
の
日
フ
ァ
ミ
リ
ー
フ
ェ
ス

タ
2
0
1
7
を
開
催
し
、
参
加
機
関
に
よ
る
土

木
パ
ネ
ル
展
、
無
人
化
施
工
体
験
、
ク
レ
ー
ン
お

菓
子
と
り
ゲ
ー
ム
、
建
設
機
械
試
乗
体
験（
バ
ッ

ク
ホ
ー
、
ホ
イ
ー
ル
ロ
ー
ダ
ー
、
パ
ト
ロ
ー
ル

カ
ー
）、
都
市
高
速
P
R
コ
ー
ナ
ー
、
パ
ソ
コ
ン

ゲ
ー
ム
&
お
菓
子
つ
か
み
取
り
、
電
子
入
札
デ

モ
ゲ
ー
ム
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
、
約
5
7
9

名
の
参
加
あ
っ
た
。
北
九
州
地
区
で
は
、
ス
タ
ジ

ア
ム
親
子
見
学
会「
ま
ち
づ
く
り
の
仕
事
を
学
ぼ

う
!
」
に
32
名
が
ご
参
加
、
北
九
州
ゆ
め
み
ら
い

ワ
ー
ク
2
0
1
7
～
ミ
ラ
イ
を
え
ら
べ
～
に
約

8
0
0
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。
佐
賀
地
区
で
は
、

約
1
9
0
3
名
が
土
木
の
仕
事
を
知
っ
て
も
ら
う

フ
ェ
ア
に
参
加
し
、
除
雪
車
、ク
レ
ー
ン
車
、バ
ッ

ク
ホ
ー
の
試
乗
に
は
家
族
連
れ
の
長
い
列
が
で
き

る
ほ
ど
盛
況
だ
っ
た
報
告
が
あ
っ
た
。
長
崎
地
区

で
は
、
土
木
お
も
し
ろ
体
験
隊
、
浜
町
模
型
・
パ

ネ
ル
展
、
土
木
工
事
現
場
見
学
会
、
長
崎
み
な
と

見
学
会
、土
木
遺
産
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
、S
A
B
O

ウ
ォ
ー
ク
2
0
1
7
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

れ
、
延
べ
6
0
0
人
以
上
の
一
般
人
が
参
加
さ
れ

た
。
熊
本
地
区
は
、
土
木
に
親
し
む
バ
ス
ツ
ア
ー
、

熊
本
の
土
木
工
事
現
場
見
学
バ
ス
ツ
ア
ー
の
イ
ベ

ン
ト
が
企
画
・
実
施
さ
れ
た
。
大
分
地
区
で
は
、

宗
麟
大
橋
現
場
見
学
会
が
行
わ
れ
、5
1
8
名
の

参
加
者
が
あ
っ
た
。
宮
崎
地
区
で
は
、
土
木
の
日

パ
ネ
ル
展
を
開
催
し
、
九
州
北
部
降
雨
に
よ
る
被

害
・
復
興
、
熊
本
地
震
復
興
に
関
す
る
パ
ネ
ル
を

展
示
し
、3
0
0
人
を
超
え
る
参
加
者
が
あ
っ
た
。

鹿
児
島
地
区
は
、土
木
フ
ェ
ス
タ 

in 

マ
リ
ン
ポ
ー

ト
2
0
1
7
、
土
木
の
日
パ
ネ
ル
展
2
0
1
7
を

企
画
し
、
土
木
パ
ネ
ル
展
示
、
建
設
機
械
試
乗
体

験
、砂
防
ダ
ム
実
験
、お
菓
子
す
く
い
、建
設
マ
ン

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
を
行
い
、2
6
0
0
人
以

上
の
市
民
が
参
加
さ
れ
た
。
沖
縄
地
区
は
、「
沖
縄

の
土
木
技
術
を
世
界
に
発
信
す
る
会
」
第
22
回
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、「
観
光
資
源
と
し
て
み
た

土
木
・
建
築
イ
ン
フ
ラ
の
あ
り
方
」
～
魅
力
的
な

土
木
・
建
築
遺
産
か
ら
考
え
る
～
」
に
関
す
る
北

河
大
次
郎
様
の
基
調
講
演
が
行
わ
れ
、1
3
0
名

の
聴
講
者
が
参
加
し
た
。

　

四
国
支
部
で
は
、
例
年
と
同
様
に
、「
土
木
の

日
」
お
よ
び
「
く
ら
し
と
土
木
の
週
間
」
の
関
連

行
事
を
関
係
機
関
の
ご
協
力
の
も
と
、
一
般
市

民
、
地
域
住
民
、
小
中
学
生
・
高
校
生
等
を
対
象

に
、
土
木
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
た

め
、
四
国
の
各
県
内
で
、
10
月
か
ら
11
月
に
か
け

て
多
彩
な
行
事
を
開
催
し
た
。

　

高
松
市
に
お
い
て
は
、
土
木
の
日
記
念
事
業
と

し
て
、
今
年
は
11
月
13
日
〜
21
日
に
か
け
て
、

J
R
高
松
駅
コ
ン
コ
ー
ス
内
に
お
い
て
、「
四
国

の
土
木
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
」
を
国
土
交
通
省
四
国

地
方
整
備
局
や
J
R
四
国
と
共
同
で
開
催
し
た
。

ま
た
、
11
月
14
日
に
、「
選
奨
土
木
遺
産
認
定
書
授

賞
式
」（
府ふ

能の
う

隧ず
い

道ど
う

／
徳
島
県
佐
那
河
内
村
、徳
島

県
神
山
町
）
お
よ
び
鹿
島
建
設（
株
）大
内
斉
統
括

技
師
長
に
よ
る
「
土
木
界
の
生
産
性
向
上
、
担
い

手
確
保
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
～
平
成
28
年
度

土
木
学
会
会
長
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
の
活
動
を
中
心

に
～
」
と
題
し

た
特
別
講
演
を

開
催
し
、
11
月

18
日
に
は
、
一

般
市
民
や
学
生

に
土
木
に
興
味

や
関
心
を
持
っ

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
近
代
土
木
遺
産

巡
り
バ
ス
ツ
ア
ー
」
を
実
施
し
た
。

　

主
な
四
国
支
部
の
地
区
行
事
と
し
て
は
、
各
県

に
お
い
て
小
中
学
生
や
工
業
高
校
・
高
専
生
を
対

象
に
、
土
木
・
建
築
工
事
な
ど
の
建
設
現
場
や
普

段
は
立
ち
入
る
こ
と
の
で
き
な
い
ダ
ム
や
発
電
所

の
見
学
会
を
実
施
し
、
建
設
産
業
お
よ
び
社
会
資

本
整
備
へ
の
一
般
理
解
の
醸
成
、
建
設
産
業
へ
の

魅
力
発
信
な
ど
に
努
め
た
。

　

さ
ら
に
大
学
や
高
専
で
の
土
木
パ
ネ
ル
や
土
木

技
術
に
親
し
む
企
画
展
示
お
よ
び
土
木
関
連
の
実

験
な
ど
を
開
催
し
、
多
く
の
参
加
者
に
土
木
技
術

の
知
見
を
深
め
て
い
た
だ
い
た
。

西
部
支
部

四
国
支
部

選奨土木遺産認定書授賞式

2017選奨土木遺産「府能隧道」の説
明（白柳洋俊選奨土木遺産選考委員
会委員長）

特別講演会における会場の様子
近代土木遺産巡りバスツアー
（早明浦ダム前にて）

鹿児島パネル展

長崎おもしろ体験隊


